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小
稿
は
二
○
○
八
年
十
一
月
河
南
省
里
子
学
会
及
び
河
南
省

社
会
科
学
院
中
原
文
化
研
究
所
が
「
主
辨
」
し
、
中
共
魯
山
県

委
宣
伝
部
が
「
承
辨
」
し
、
河
南
省
平
頂
山
市
魯
山
県
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
「
「
墨
学
与
和
譜
世
界
』
国
際
学
術
研
討
会
」

で
「
欲
望
与
秩
序
於
墨
筍
Ｉ
積
極
性
和
譜
与
消
極
性
和
譜
」

と
題
し
て
大
会
発
表
し
た
内
容
を
邦
訳
し
、
補
綴
し
た
も
の
で

あ
る
。と

こ
ろ
で
、
こ
の
会
議
に
出
席
し
て
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
議

論
は
ま
さ
に
武
帝
の
策
問
と
諸
生
の
対
策
と
の
関
係
と
同
一
で

は
な
い
か
と
い
う
既
視
感
に
捉
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で

の
「
和
諸
」
と
い
う
概
念
は
い
う
ま
で
も
な
く
現
在
の
中
国
共

産
党
の
路
線
に
即
し
た
概
念
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
会
議

の
大
枠
は
党
が
問
題
を
設
定
し
、
学
者
が
問
題
設
定
の
範
囲
内

前
書
き
に
か
え
て

墨
子
と
筍
子
に
お
け
る
欲
望
と
秩
序

ｌ
積
極
的
調
和
と
消
極
的
調
和
Ｉ

で
そ
れ
に
答
え
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
枠
組
み
は
、

武
帝
の
策
問
と
公
孫
弘
や
菫
仲
野
ら
の
対
策
と
の
関
係
を
思
い

起
こ
さ
せ
た
。
漢
代
の
場
合
も
、
ま
た
現
代
の
場
合
も
、
問
題

設
定
は
皇
帝
、
党
が
行
う
の
で
あ
り
、
期
待
さ
れ
る
「
対
策
」

も
あ
る
程
度
想
像
が
つ
く
。
今
回
の
会
議
は
主
催
者
が
あ
ら
か

じ
め
選
定
し
た
一
定
の
範
囲
の
学
者
等
に
予
約
招
請
状
を
配
布

し
、
応
募
論
文
を
審
査
し
た
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
正
式
の
招

請
状
を
送
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
五
十
余
篇
の

論
文
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
論
文
提
出
者
の
う
ち
か
ら

現
代
の
公
孫
弘
や
董
仲
野
は
現
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

皇
帝
の
主
導
に
お
い
て
策
問
と
対
策
の
過
程
が
遂
行
さ
れ

る
、
と
い
う
関
係
に
つ
い
て
は
つ
と
に
福
井
重
雅
氏
の
指
摘
が

あ
る
（
福
井
重
雅
「
童
仲
箭
の
対
策
の
基
礎
的
研
究
」
「
史
学

雑
誌
」
一
○
六
〜
二
一
九
九
七
）
。

な
お
、
こ
の
研
討
会
の
問
題
設
定
は
、
予
約
招
請
状
に
よ
れ

ば
、
順
に
「
墨
学
与
和
譜
世
界
建
設
研
究
」
、
「
墨
子
的
兼
愛
．

岡

本

光

生
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墨
家
は
、
個
々
の
人
間
を
「
自
愛
し
自
利
し
」
、
そ
の
過
程

そ

こ

な

で
「
他
者
を
旙
う
」
存
在
と
し
て
把
握
す
る
（
兼
愛
上
）
一
方
、

し
か
し
ま
た
秩
序
へ
の
志
向
を
持
た
な
い
個
々
の
人
間
が
社
会

を
形
成
す
る
と
き
、
「
兼
愛
」
（
兼
愛
上
）
、
「
兼
相
愛
、
交
相
利
」

（
兼
愛
中
・
下
）
を
秩
序
の
原
理
と
す
る
調
和
社
会
が
成
立
す

る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
尚
賢
、
尚
同
、
天
志
な
ど
の
墨
家

の
さ
ま
ざ
ま
の
主
張
は
、
上
述
の
過
程
が
い
か
に
し
て
可
能
で

あ
る
の
か
、
を
論
じ
た
も
の
と
言
え
、
墨
家
は
個
々
の
人
間
を

秩
序
へ
の
志
向
を
持
た
な
い
存
在
と
し
て
捉
え
、
そ
う
し
た
人

間
が
い
か
に
し
て
調
和
に
み
ち
た
秩
序
を
実
現
し
得
る
の
か
を

非
攻
思
想
研
究
」
、
「
墨
子
的
正
義
思
想
研
究
」
、
「
墨
子
的
功
利

思
想
研
究
」
、
「
墨
子
的
節
用
思
想
研
究
」
、
「
墨
子
的
尚
賢
・
尚

同
思
想
研
究
」
、
「
里
子
里
籍
新
探
索
」
で
あ
る
。
最
後
の
「
墨

子
里
籍
新
探
索
」
は
畢
玩
お
よ
び
武
億
が
墨
子
を
魯
陽
の
人
だ

と
し
た
説
を
継
承
す
る
意
図
を
含
み
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に

研
討
会
の
開
催
に
河
南
省
、
と
り
わ
け
魯
山
県
が
か
か
わ
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

｜
問
題
の
提
起

一
方
、
筍
子
は
「
従
人
之
欲
、
．
：
物
不
能
循
。
人
の
欲
に

み

従
わ
ぱ
・
・
・
物
、
指
た
す
こ
と
能
わ
ず
」
（
栄
辱
）
、
「
欲
悪
同
物
。

欲
多
而
物
寡
。
寡
則
必
争
突
。
欲
悪
、
物
を
同
じ
く
す
。
欲
多

く
し
て
物
寡
し
。
寡
け
れ
ば
則
ち
必
ず
争
う
」
（
富
国
）
と
し

て
、
欲
求
と
そ
の
対
象
た
る
「
物
」
の
需
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

に
「
乱
」
の
原
因
を
求
め
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
筍
子
の
想

定
す
る
理
想
社
会
は
、
欲
望
と
そ
の
対
象
た
る
物
と
の
関
係
に

お
い
て
「
上
得
天
時
、
下
得
地
利
、
中
得
人
和
、
財
貨
潭
揮
如

泉
源
、
坊
坊
如
河
海
、
暴
暴
如
丘
山
如
し
、
不
時
焚
焼
、
無
所

蔵
之
。
夫
天
下
何
患
乎
不
足
也
。
上
、
天
時
を
得
、
下
、
地
利

を
得
、
中
、
人
和
を
得
れ
ば
、
財
貨
潭
潭
と
し
て
泉
源
の
如
く
、

坊
坊
と
し
て
河
海
の
如
く
、
暴
暴
と
し
て
丘
山
如
し
、
時
と
し

て
焚
焼
せ
ざ
れ
ば
、
こ
れ
を
蔵
す
る
と
こ
ろ
な
し
。
そ
れ
天
下

何
ぞ
不
足
を
患
え
ん
や
」
（
富
国
）
と
い
う
調
和
状
態
、
「
不
時

焚
焼
、
無
所
蔵
之
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
供
給
が
需

要
を
大
幅
に
超
過
し
て
い
る
状
態
を
実
現
し
て
い
る
。

考
察
し
た
思
想
学
派
と
い
え
よ
う
。
墨
家
は
「
性
」
に
つ
い
て

（

注

一

）

語
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
性
説
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
墨
家

は
、
性
そ
れ
自
身
に
は
秩
序
へ
の
志
向
を
認
め
な
い
、
と
い
う

意
味
で
、
「
性
不
善
」
の
立
場
に
立
つ
思
想
学
派
だ
と
い
え
る
。
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こ
う
し
た
観
点
か
ら
観
る
と
き
、
墨
家
と
筍
子
と
は
、
個
々

の
人
間
の
自
然
状
態
に
お
け
る
振
る
舞
い
を
秩
序
へ
の
志
向
を

持
た
な
い
も
の
と
把
握
す
る
点
に
お
い
て
共
通
す
る
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
墨
家
と
筍
子
と
は
は
た
し
て
同
質
の
思
想
で
あ

る
の
か
、
筍
子
・
非
十
二
子
篇
の
「
不
知
一
天
下
建
国
家
之
権
称
。

上
功
用
大
倹
約
而
慢
差
等
、
曽
不
足
容
辨
異
県
君
臣
。
然
而
其

持
之
有
故
、
其
言
之
成
理
、
足
以
欺
惑
愚
衆
。
是
墨
裡
・
宋
釿
也
。

た

つ

と

天
下
を
一
に
し
国
家
を
建
つ
る
の
権
称
を
知
ら
ず
。
功
用
を
上

み

だ

び
倹
約
を
大
に
し
て
差
等
を
慢
り
に
す
、
す
な
わ
ち
辨
異
を
容

わ

か

れ
君
臣
を
県
つ
に
足
ら
ず
。
然
り
而
し
て
そ
の
こ
れ
を
持
す
る

に
故
あ
り
、
そ
の
こ
れ
を
言
い
て
理
を
成
し
、
以
て
愚
衆
を
欺

惑
す
る
に
足
る
。
こ
れ
墨
浬
・
宋
釿
な
り
」
と
い
う
批
判
、
富

国
篇
の
「
墨
子
之
言
、
昭
昭
然
爲
天
下
憂
不
足
。
夫
不
足
、
非

天
下
之
公
患
也
、
墨
子
之
私
憂
過
計
也
。
墨
子
の
言
、
昭
昭
然

と
し
て
天
下
の
た
め
に
不
足
を
憂
う
。
そ
れ
不
足
は
、
天
下
の

公
患
に
非
ざ
る
な
り
、
墨
子
の
私
憂
過
計
な
り
」
と
い
う
批
判
、

あ
る
い
は
樂
論
篇
の
墨
家
の
非
樂
論
へ
の
批
判
を
考
慮
す
る
と

き
、
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
こ
と
に
は
い
さ
さ
か
疑
念
が
生
ず

る
。
か
く
て
、
実
現
さ
れ
た
調
和
社
会
に
お
い
て
、
調
和
社
会

以
前
に
墨
家
の
個
人
が
本
来
有
し
て
い
た
「
自
愛
自
利
」
す
る

欲
求
、
筍
子
の
個
人
が
持
っ
て
い
た
「
物
」
の
供
給
を
越
え
た

欲
求
は
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
の
か
、
そ
れ
は
調
和
社
会
を

形
成
す
る
契
機
と
し
て
「
止
揚
（
四
巨
夢
ｇ
①
口
）
」
さ
れ
た
の
か
、

あ
る
い
は
単
に
否
定
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
と
い
う
観
点

か
ら
、
以
下
に
お
い
て
墨
家
と
筍
子
の
思
想
を
対
比
し
つ
つ
論

じ
て
い
き
た
い
。

筍
子
は
「
性
」
、
「
情
」
、
「
欲
」
を
定
義
し
て
「
性
者
天
之
就

也
。
情
者
性
之
質
也
。
欲
者
情
之
応
也
性
な
る
も
の
、
天
の

就
な
り
。
情
な
る
も
の
、
性
の
質
な
り
。
欲
な
る
も
の
、
情
の

応
な
り
」
」
（
正
名
）
と
し
、
更
に
「
人
之
性
、
悪
也
。
…
今
、

人
之
性
、
生
而
有
好
利
焉
。
人
の
性
、
悪
な
り
。
。
：
今
、
人

の
性
、
生
れ
て
利
を
好
む
こ
と
あ
り
」
（
性
悪
）
と
し
、
「
従
人

之
性
、
順
人
之
情
、
必
出
於
争
奪
、
合
於
犯
文
乱
理
而
帰
於
暴
。

人
の
性
に
従
い
、
人
の
情
に
順
わ
ぱ
、
か
な
ら
ず
争
奪
よ
り
出

で
、
犯
文
乱
理
に
合
し
て
暴
に
帰
す
」
と
続
け
る
。
性
悪
篇
に

つ
い
て
は
筍
子
の
思
想
と
は
異
な
り
、
後
学
の
手
に
な
る
も
の

（

注

二

）

と
す
る
説
も
あ
る
が
、
し
か
し
こ
こ
に
み
ら
れ
る
発
想
と
同
様

な
発
想
は
す
で
に
引
用
し
た
栄
辱
篇
に
「
夫
貴
為
天
子
、
富
有

｜
｜
筍
子
に
お
け
る
「
欲
」
と
秩
序
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天
下
、
是
人
情
之
所
同
欲
也
。
然
則
従
人
之
欲
則
勢
不
能
容
、

物
不
能
循
。
そ
れ
貴
き
こ
と
天
子
と
な
り
、
富
む
こ
と
天
下
を

た
も有

つ
、
こ
れ
人
情
の
同
じ
く
欲
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
然
ら
ば
す

な
わ
ち
人
の
欲
に
従
わ
ぱ
す
な
わ
ち
勢
容
る
る
こ
と
能
わ
ず
、

物
循
た
す
こ
と
能
わ
ず
」
、
あ
る
い
は
王
制
篇
に
「
勢
位
斉
而

欲
悪
同
、
物
不
能
婚
、
則
必
争
。
争
則
乱
。
勢
位
斉
し
く
し
て

欲
悪
同
じ
け
れ
ば
、
物
謄
た
す
こ
と
能
わ
ず
、
す
な
わ
ち
必
ず

争
う
。
争
わ
ば
す
な
わ
ち
乱
る
」
、
あ
る
い
は
ま
た
富
国
篇
に

「
天
下
害
生
縦
欲
。
欲
悪
同
物
。
欲
多
而
物
寡
。
寡
則
必
争
芙
。

ほ

し

天
下
の
害
、
欲
を
縦
い
ま
ま
に
す
る
よ
り
生
ず
。
欲
悪
、
物
を

同
じ
く
す
れ
ば
、
欲
多
く
し
て
物
寡
し
。
寡
け
れ
ば
す
な
わ
ち

必
ず
争
う
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
礼
論
篇
に
は
「
人
生
有
欲
。
欲

而
不
得
則
不
能
無
求
．
求
而
無
度
量
分
界
則
不
能
不
争
。
争
則

乱
。
人
生
れ
て
欲
有
り
。
欲
し
て
得
ざ
れ
ば
す
な
わ
ち
求
む

る
無
き
こ
と
能
わ
ず
。
求
め
て
度
量
分
界
無
け
れ
ば
す
な
わ
ち

争
わ
ざ
る
こ
と
能
わ
ず
。
争
え
ば
す
な
わ
ち
乱
る
」
と
し
て
み

え
、
基
本
的
に
は
筍
子
自
身
の
発
想
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

欲
求
と
物
の
供
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
か
ら
生
じ
た
「
乱
」
は

い
か
に
し
て
解
決
し
う
る
か
、
一
つ
の
方
向
は
、
物
の
供
給
そ

れ
自
体
を
増
加
さ
せ
る
方
向
で
あ
り
、
他
の
一
つ
の
方
向
は
、

欲
求
の
総
量
、
す
な
わ
ち
需
要
の
総
量
を
縮
小
さ
せ
る
方
向
で

あ
る
が
、
筍
子
の
選
択
し
た
方
向
は
欲
求
の
総
量
を
縮
小
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
さ
せ
る
、
さ
ら
に
言

え
ば
供
給
を
過
剰
に
す
る
方
向
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
筍
子
は
欲

求
を
縮
小
す
る
は
た
ら
き
を
「
礼
義
」
の
「
分
」
す
る
機
能
に

期
待
す
る
。
「
先
王
悪
其
乱
也
。
故
制
礼
義
以
分
之
。
先
王
、

そ
の
乱
を
悪
む
な
り
。
故
に
礼
義
を
制
し
以
て
こ
れ
を
分
つ
・
」

（
栄
辱
、
富
国
、
礼
論
）
と
あ
る
の
は
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ひ

と
た
び
は
「
礼
義
」
に
よ
っ
て
差
等
が
設
け
ら
れ
つ
つ
縮
小
さ

れ
た
個
人
の
欲
求
は
、
「
礼
義
」
の
不
断
の
は
た
ら
き
が
な
け

れ
ば
ふ
た
た
び
も
と
の
状
態
に
回
復
し
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う

か
、
「
礼
義
」
が
欲
求
を
抑
圧
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
「
財
貨

潭
揮
如
泉
源
、
坊
坊
如
河
海
、
暴
暴
如
丘
山
、
不
時
焚
焼
、
無

所
蔵
之
。
夫
天
下
何
患
乎
不
足
也
。
」
（
富
国
）
な
る
調
和
世
界

は
実
現
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
筍
子
は
礼
義
に
そ
の
よ
う
な

強
制
力
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
逆
に
言
え
ば
、
人

間
の
欲
望
に
礼
義
に
対
抗
し
う
る
ほ
ど
の
復
元
力
を
持
た
せ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

性
悪
篇
は
、
社
会
は
「
従
人
之
性
、
順
人
之
情
：
・
帰
於
暴
」

と
し
、
「
故
必
将
有
師
法
之
化
・
礼
義
之
道
、
然
後
．
：
帰
於
治
。
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み

ち

び

き

故
に
か
な
ら
ず
師
法
の
化
・
礼
義
の
道
有
り
て
、
然
る
後
：
・

治
に
帰
す
」
、
あ
る
い
は
「
聖
王
．
：
起
礼
義
制
法
度
：
．
以

擾
化
人
之
情
性
而
道
之
。
聖
王
。
：
礼
義
を
起
こ
し
法
度
を
制

み

ち

び

し
。
：
以
て
人
の
情
性
を
擾
化
し
て
こ
れ
を
道
く
」
、
あ
る
い

は
「
聖
人
化
性
。
聖
人
、
性
を
化
す
」
、
「
聖
王
之
治
・
礼
義
之

化
、
然
後
皆
出
於
治
。
聖
王
の
治
・
礼
義
の
化
、
然
る
後
に
皆

な
治
に
出
づ
」
と
し
て
「
師
法
」
あ
る
い
は
「
礼
義
」
が
「
性
」

を
「
化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
秩
序
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
す
る
。

で
は
「
化
」
と
は
そ
も
そ
も
い
か
な
る
概
念
で
あ
ろ
う
か
。

「
説
文
解
字
」
は
「
化
、
教
行
也
。
化
、
教
え
行
わ
る
る
な
り
」
」

と
す
る
が
、
白
川
静
氏
に
よ
れ
ば
「
化
」
は
「
上
」
に
「
人
」

偏
を
付
加
し
た
字
、
「
上
」
、
す
な
わ
ち
死
人
を
さ
か
さ
ま
に
し

た
形
が
そ
の
初
文
で
あ
り
、
死
に
よ
っ
て
も
の
が
変
化
を
す
る

（

注

三

）

こ
と
を
い
う
。
筍
子
自
身
は
「
済
而
材
尽
、
長
遷
而
不
反
其
初

な

つ

く

則
化
美
。
済
り
て
材
の
尽
さ
れ
、
長
遷
し
て
そ
の
初
め
に
反
ら

ざ
れ
ば
す
な
わ
ち
化
す
」
」
（
不
筍
）
と
「
化
」
を
説
明
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
「
そ
の
初
め
に
反
」
ら
ざ
る
状
態
に
ま
で
至
っ

た
変
化
、
不
可
逆
的
変
化
を
「
化
」
と
い
う
の
だ
と
す
る
。
た

し
か
に
「
死
」
は
不
可
逆
的
変
化
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
筍
子

の
こ
の
規
定
は
「
化
」
の
原
義
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
と
い

淫
え
し
‐
今
つ
０

「
化
」
が
、
ふ
た
た
び
「
そ
の
初
め
に
反
ら
ず
」
、
す
な
わ
ち

不
可
逆
的
変
化
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
師
法
」
あ
る
い
は
「
礼
義
」

に
よ
っ
て
「
化
」
さ
れ
た
「
性
」
は
も
は
や
「
其
初
」
、
す
な

わ
ち
「
人
之
性
、
悪
也
。
…
今
、
人
之
性
、
生
而
有
好
利
焉
」

と
い
う
性
の
原
初
形
態
に
無
関
係
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
「
礼
義
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
調
和
社
会
に
お
い

て
「
性
」
の
原
初
形
態
は
い
か
な
る
意
味
も
持
た
な
い
。
ひ
と

た
び
「
化
」
さ
れ
た
「
性
」
は
そ
の
原
初
形
態
を
失
っ
て
し
ま

う
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
礼
義
」
は
「
性
」
を
不
断
に

抑
圧
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
「
礼
義
」

の
無
力
さ
を
意
味
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
「
礼
義
」
の

「
性
」
に
対
す
る
は
た
ら
き
か
け
、
「
化
」
す
る
は
た
ら
き
が
そ

れ
ほ
ど
に
強
力
で
あ
り
、
「
性
」
は
「
礼
義
」
の
は
た
ら
き
か

け
に
対
抗
で
き
な
い
ほ
ど
に
脆
弱
な
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で

あ
る
。「

性
」
が
「
礼
義
」
の
「
化
」
に
よ
っ
て
そ
の
本
来
の
あ
り

よ
う
を
喪
失
し
、
も
は
や
ふ
た
た
び
も
と
に
戻
ら
な
い
の
だ
、

と
い
う
認
識
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
筍
子
冒
頭
の
勧

学
篇
に
み
ら
れ
、
ま
た
性
悪
篇
に
も
み
ら
れ
る
以
下
の
よ
う
な

比
愉
で
あ
る
。

性
悪
篇
は
「
師
法
」
、
「
礼
義
」
の
「
性
」
に
た
い
す
る
「
化
」
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の
は
た
ら
き
を
以
下
の
よ
う
な
比
嶮
を
以
て
説
明
す
る
。
す
な

わ
ち
「
拘
木
必
将
待
県
括
蒸
矯
、
然
後
直
者
、
以
其
性
不
直
者
。

今
、
人
之
性
悪
、
必
将
待
聖
王
之
治
・
礼
義
之
化
、
然
後
皆
出

於
治
、
合
於
善
也
。
拘
木
、
か
な
ら
ず
檗
括
蒸
矯
を
待
ち
て
、

然
る
後
に
直
な
る
は
、
そ
の
性
の
直
な
る
な
か
ら
ざ
る
を
以
て

な
り
。
今
、
人
の
性
悪
、
か
な
ら
ず
聖
王
の
治
・
礼
義
の
化
を

待
ち
て
、
然
る
後
み
な
治
に
出
で
、
善
に
合
す
る
な
り
」
、
あ

る
い
は
「
拘
木
必
将
待
渠
括
蒸
矯
、
然
後
直
。
鈍
金
必
将
待
害

属
、
然
後
利
。
今
、
人
之
性
悪
必
将
待
師
法
、
然
後
正
、
待
礼
義
、

然
後
治
。
拘
木
、
か
な
ら
ず
藥
括
蒸
矯
を
待
ち
、
然
る
後
直
な

す

る

ど

り
。
鈍
金
、
か
な
ら
ず
害
属
待
ち
、
然
る
後
利
し
。
今
、
人
の

性
悪
、
か
な
ら
ず
師
法
を
待
ち
、
然
る
後
正
し
く
、
礼
義
を
待

ち
、
然
る
後
治
ま
る
」
と
い
う
比
職
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と

な
る
の
は
「
檗
括
蒸
矯
」
に
よ
っ
て
ひ
と
た
び
は
直
木
と
な
っ

た
拘
木
、
「
磐
属
」
に
よ
っ
て
利
金
と
さ
れ
た
鈍
金
が
、
ふ
た

た
び
も
と
に
戻
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
性
悪
篇
は
こ
の
点
を
明
言
は
し
て
い
な
い
。
こ
こ
に
お

い
て
参
考
に
な
る
の
が
筍
子
の
巻
一
、
勧
学
篇
の
冒
頭
で
後
天

的
な
学
の
効
用
を
説
い
て
「
学
、
不
可
以
已
。
学
、
以
て
已
む

く
か
ら
ず
」
と
す
る
さ
い
に
用
い
ら
れ
た
「
木
直
中
縄
、
韓
以

為
輪
、
其
曲
中
規
。
雌
有
槁
暴
、
不
復
挺
者
、
糠
使
之
然
也
。

あ

た

故
木
受
縄
則
直
、
金
就
礪
則
利
。
木
直
に
し
て
縄
に
中
る
も
、

た
わ韓

め
て
以
て
輪
と
な
さ
ば
、
そ
の
曲
る
こ
と
規
に
も
中
る
。
槁

の

暴
有
り
と
い
え
ど
も
、
復
た
挺
ぴ
ざ
る
は
、
糠
む
る
こ
と
こ
れ

を
然
ら
し
む
れ
ば
な
り
。
故
に
木
、
縄
を
受
く
れ
ば
す
な
わ
ち

直
な
り
、
金
、
礪
に
就
け
ば
す
な
わ
ち
利
し
」
と
い
う
比
職
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
性
悪
篇
と
は
異
な
っ
て
直
木
を
韓
め
て
輪
に

す
る
比
嶮
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
「
雛
有

槁
暴
、
不
復
挺
者
、
操
使
之
然
也
」
と
あ
っ
て
、
ひ
と
た
び
変

化
し
た
直
木
は
も
は
や
も
と
に
は
戻
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
比
職
と
の
関
連
で
性
悪
篇
の
比
職
を
考
察
す

る
と
き
、
ひ
と
た
び
「
稟
括
蒸
矯
」
に
よ
っ
て
直
木
と
さ
れ
た

拘
木
は
も
は
や
も
と
に
は
戻
ら
な
い
し
、
「
薯
属
」
に
よ
っ
て

利
金
と
さ
れ
た
鈍
金
は
も
は
や
も
と
に
は
戻
ら
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
す
れ
ば
、
筍
子
の
調
和
社
会
に
あ
っ
て
「
人

之
性
、
悪
也
」
と
い
う
人
間
の
原
初
は
ま
っ
た
く
否
定
さ
れ
て

い
る
と
い
え
る
。
礼
義
に
よ
っ
て
欲
の
総
量
は
物
の
供
給
量
以

下
に
縮
小
さ
れ
る
。
ひ
と
た
び
縮
小
さ
れ
た
欲
は
も
は
や
縮
小

さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
う
し
て
縮
小
さ
れ
た
欲
を
前
提
に
す

る
と
き
、
た
し
か
に
「
財
貨
潭
潭
如
泉
源
、
坊
坊
如
河
海
、
暴

暴
如
丘
山
、
不
時
焚
焼
、
無
所
蔵
之
。
夫
天
下
何
患
乎
不
足
也
」
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墨
子
・
兼
愛
上
篇
は
、
父
、
兄
、
君
、
子
、
弟
、
臣
と
い
う

身
分
的
制
約
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
間
を
同
質
、
か
つ

対
等
な
「
自
愛
自
利
而
鯖
他
」
す
る
存
在
と
し
て
と
ら
え
る
。

社
会
に
お
い
て
こ
の
存
在
が
自
己
と
同
質
な
他
者
に
対
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
・
こ
の
と
き
、
か
れ
は
、
ま
さ
に
他
者
か
ら
「
勝
」

わ
れ
て
「
自
愛
自
利
」
を
損
う
こ
と
を
恐
れ
る
が
ゆ
え
に
、
自

己
を
「
旙
」
う
可
能
性
の
あ
る
、
自
己
と
同
質
な
「
自
愛
自
利
」

（
富
国
）
と
い
う
社
会
は
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
。
財
貨
が
豊
か

で
あ
る
、
か
つ
よ
り
豊
か
に
な
り
つ
つ
成
長
し
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
。
欲
望
が
縮
小
し
、
か
つ
よ
り
縮
小
し
つ
つ
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
欲
の
総
量
が
財
貨
の
総
量
の
範
囲
内
に
ま
で
縮
小
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
こ
の
社
会
で
は
、
た
し

か
に
争
い
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
調
和
に
満
ち
た
社
会
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
社
会
は
生
き
生
き
し
た
活
動
的
な
社
会

で
は
な
い
。
豊
か
さ
に
向
か
っ
て
成
長
す
る
社
会
で
は
な
い
。

停
滞
す
る
社
会
で
あ
る
。
「
貧
困
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
も
い
う

べ
き
調
和
社
会
で
あ
る
。

三
墨
家
に
お
け
る
欲
と
秩
序

す
る
他
者
に
「
利
」
を
提
供
し
、
他
者
に
と
っ
て
利
益
提
供
者

を
「
鱈
」
う
こ
と
が
か
れ
自
身
の
「
自
愛
自
利
」
を
「
勝
」
う

こ
と
の
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
。
か
く
て
こ
の
存

在
と
他
の
存
在
は
相
互
に
利
益
を
提
供
し
交
換
す
る
関
係
に
は

い
る
が
、
こ
の
関
係
が
、
さ
ら
に
網
の
目
状
に
展
開
す
る
段
階

に
至
っ
た
と
き
、
こ
こ
に
理
想
の
調
和
社
会
で
あ
る
「
兼
相
愛
、

交
相
利
」
の
社
会
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て

く
る
と
、
こ
の
調
和
社
会
は
「
自
愛
自
利
」
す
る
個
人
の
欲
望

を
否
定
し
た
と
こ
ろ
に
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

そ
の
欲
望
の
存
在
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

（

注

四

）

か
に
な
る
。

墨
家
の
構
想
す
る
理
想
社
会
が
個
人
の
欲
望
を
肯
定
し
そ
れ

を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
点
は
、
尚
賢
論
に
も
ま

た
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
尚
賢
上
篇
に
よ
れ
ば
「
王
公
大

人
」
は
、
「
国
家
之
富
、
人
民
之
衆
、
刑
政
之
治
」
社
会
を
希

求
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
「
賢
良
之
士
」
を
衆
く
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
尚
賢
論
は
理
想
の
社
会
を
成
立
さ
せ

る
た
め
の
方
法
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

墨
家
は
賢
者
を
衆
く
す
る
技
術
に
つ
い
て
「
況
有
賢
良
之
士
、

厚
乎
徳
行
、
辮
乎
言
談
、
博
乎
道
術
者
、
国
家
之
珍
而
社
程
之

佐
也
。
亦
且
富
之
貴
之
、
敬
之
誉
之
。
然
后
国
之
賢
良
之
士
、
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亦
将
可
得
而
衆
也
。
い
わ
ん
や
ま
た
賢
良
の
士
、
徳
行
に
厚
く
、

言
談
に
癖
に
し
て
、
道
術
に
博
き
も
の
に
し
て
、
国
家
の
珍
に

し
て
社
穣
の
佐
な
り
。
ま
た
ま
さ
に
こ
れ
を
富
ま
し
こ
れ
を
貴

く
し
、
こ
れ
を
敬
い
こ
れ
を
誉
め
ん
と
す
。
然
る
后
に
国
の
賢

良
の
士
、
ま
た
ま
さ
に
得
て
衆
く
す
べ
き
な
り
」
（
尚
賢
上
）

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
賢
者
た
ろ
う
と
す
る
士
が
富
貴
を
求

め
、
敬
誉
を
追
う
存
在
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
追
求
せ

ん
と
し
て
「
賢
」
と
な
り
う
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

尚
賢
中
篇
は
こ
の
こ
と
を
「
聖
王
甚
尊
尚
賢
而
任
使
能
．
：

賢
者
挙
而
上
之
、
富
而
貴
之
、
以
為
官
長
、
不
肖
者
抑
而
廃
之
、

貧
而
賎
之
、
以
為
徒
役
。
是
以
民
皆
勧
其
賞
畏
其
罰
、
相
率
而

為
賢
。
是
以
賢
者
衆
而
不
肖
者
寡
。
聖
王
は
な
は
だ
賢
を
尊
尚

た

つ

と

し
て
能
を
任
使
す
。
．
：
賢
者
、
挙
げ
て
こ
れ
を
上
ぴ
、
富
ま

し
て
こ
れ
を
貴
く
し
、
以
て
官
長
と
な
し
、
不
肖
者
、
抑
え
て

こ
れ
を
廃
し
、
貧
し
く
し
て
こ
れ
を
賎
し
め
、
以
て
徒
役
と
な

は

げ

す
。
こ
こ
を
以
て
民
み
な
そ
の
賞
に
勧
み
そ
の
罰
を
畏
れ
、
相

い
率
い
て
賢
と
な
る
。
こ
こ
を
以
て
賢
者
衆
く
し
て
不
肖
者
寡

し
」
と
よ
り
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
か
く
し
て
賢
者
が
よ
り

一
層
衆
く
な
り
、
不
肖
者
が
よ
り
一
層
寡
く
な
る
社
会
は
人
間

の
欲
望
を
前
提
に
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
欲

望
が
す
べ
て
の
人
間
に
同
等
に
内
在
し
て
い
る
こ
と
は
「
雌
在

（

注

五

）

農
与
工
犀
之
人
、
有
能
則
挙
之
、
高
予
之
爵
、
重
予
之
禄
、
任

之
以
事
。
農
と
工
騨
に
在
る
の
人
と
い
え
ど
も
、
能
有
ら
ば
す

な
わ
ち
こ
れ
を
挙
げ
、
高
く
こ
れ
に
爵
を
予
え
、
重
く
こ
れ
に

禄
を
予
え
、
こ
れ
に
任
ず
る
に
事
を
以
て
す
」
（
尚
賢
上
）
と

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
「
在
農
与
工
騨
之
人
」

に
も
ま
た
高
爵
と
重
禄
と
強
い
権
力
を
求
め
る
意
欲
と
可
能
性

（

注

六

）

が
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

尚
同
中
篇
は
「
舎
餘
力
不
以
相
労
、
隠
匿
良
道
不
以
相
教
、

す

腐
朽
餘
財
不
以
相
分
。
餘
力
を
舎
て
以
て
相
い
労
せ
ず
、
良
道

を
隠
匿
し
て
以
て
相
い
教
え
ず
、
餘
財
を
腐
朽
し
て
以
て
相
い

分
た
ず
」
を
「
天
下
之
乱
」
と
し
て
い
る
。
富
の
適
切
な
再
分

配
が
天
下
の
治
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
に

示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
応
し
て
尚
賢
下
篇
は
「
為
賢
之

道
、
将
奈
何
。
日
、
有
力
者
疾
以
助
人
、
有
財
者
勉
以
分
人
、

有
道
者
勧
以
教
人
。
賢
と
な
る
の
道
、
ま
さ
に
い
か
ん
せ
ん
。

と

曰
く
、
力
あ
る
も
の
、
疾
く
以
て
人
を
助
け
、
財
あ
る
も
の
、

す

す

勉
め
以
て
人
に
分
ち
、
道
あ
る
も
の
、
勧
め
以
て
人
に
教
う
」

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
「
有
財
者
」
が
富
を
分
け
て
「
賢
」
た
ら

ん
と
す
る
動
機
は
「
欲
富
貴
」
に
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
「
有
財
者
」
の
貴
く
な
ら
ん
と
す
る
欲
求
を
前
提
に
富

者
か
ら
貧
者
へ
の
財
の
再
配
分
、
移
動
は
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
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る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
「
賢
」
と
な
る
こ
と
と
爵
を
授
け
ら

れ
る
こ
と
と
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
財
は
爵
を
媒
介
に
し
て
富
者
か
ら
貧
者
へ
と
移
動
す
る
、

爵
は
反
対
方
向
へ
移
動
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
財
の
移
動
、
富
の
再
配
分
に
は
、
富
者
で
も
な
く
、
貧

者
で
も
な
い
、
か
れ
ら
と
は
次
元
を
異
に
し
た
爵
を
授
与
す
る

権
限
を
有
す
る
媒
介
者
の
存
在
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
発
想
は
墨
子
・
号
令
篇
に
戦
時
の
食
糧
徴
収
に
関

連
し
て
「
収
粟
米
布
帛
銭
金
牛
馬
畜
産
、
皆
為
平
直
其
買
、
与

主
人
券
書
之
、
事
已
、
皆
各
以
其
買
倍
償
之
、
又
用
其
買
貴
賎

多
少
賜
爵
。
粟
米
布
帛
銭
金
牛
馬
畜
産
を
収
め
、
み
な
た
め
に

そ
の
頁
（
価
）
を
平
直
し
、
主
人
に
券
を
与
え
こ
れ
を
書
す
。

お

わ

事
已
れ
ば
、
み
な
お
の
お
の
そ
の
實
（
Ⅲ
）
を
以
て
こ
れ
を
倍

償
し
、
ま
た
そ
の
責
（
価
）
の
貴
賎
多
少
を
用
て
爵
を
賜
う
」

と
み
え
、
ま
た
商
君
書
・
去
彊
篇
に
「
按
兵
而
農
、
粟
爵
粟
任

則
国
富
。
兵
を
按
え
て
農
し
、
粟
爵
粟
任
す
れ
ば
す
な
わ
ち
国

富
む
」
、
藪
令
篇
に
「
民
有
余
根
、
使
民
以
粟
出
官
爵
。
民
に

余
根
あ
ら
ば
、
民
を
し
て
粟
を
以
て
官
爵
を
出
さ
し
む
」
と
み

え
る
。
さ
ら
に
、
漢
初
の
経
済
官
僚
朝
錯
の
文
帝
へ
の
、
西
北

の
辺
境
対
策
に
か
か
わ
る
上
書
に
も
「
今
募
天
下
入
粟
県
官
、

得
以
拝
爵
、
得
以
除
罪
。
如
此
、
富
人
有
爵
、
農
民
有
銭
。
粟

有
所
喋
。
夫
能
入
粟
以
受
爵
者
皆
有
余
者
、
以
供
上
用
、
則
貧

民
之
賦
可
損
。
今
、
天
下
に
募
り
て
粟
を
県
官
に
入
れ
、
以
て

爵
を
拝
す
る
を
得
、
以
て
罪
を
除
く
を
得
さ
し
め
ん
。
か
く
の

ご
と
く
す
れ
ば
、
富
人
に
爵
有
り
、
農
民
に
銭
有
り
。
粟
に
喋

ら
す
と
こ
ろ
有
ら
ん
。
そ
れ
よ
く
粟
を
入
れ
以
て
爵
を
受
く
る

も
の
、
み
な
余
り
有
る
も
の
な
り
、
以
て
上
用
に
供
す
れ
ば
、

す
な
わ
ち
貧
民
の
賦
、
損
ず
べ
し
」
（
「
漢
書
」
食
貨
志
上
）
と

み
え
る
。
こ
の
発
想
は
爵
の
媒
介
に
よ
っ
て
社
会
全
体
の
富
を

再
分
配
し
よ
う
と
す
る
発
想
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
漢
代

初
期
の
経
済
官
僚
は
墨
家
的
発
想
を
継
承
し
て
い
る
と
い
え
よ

（
注
七
）

語
（
ノ
Ｏこ

の
よ
う
に
み
て
く
る
と
墨
家
の
調
和
社
会
は
す
べ
て
の
人

間
を
「
自
愛
自
利
」
し
、
富
貴
を
求
め
る
意
欲
あ
る
存
在
で
あ

る
こ
と
を
前
提
に
し
て
成
立
す
る
社
会
で
あ
り
、
~
人
間
の
欲
望

な
し
に
は
持
続
し
な
い
社
会
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ

の
社
会
は
賢
た
ら
ん
と
す
る
意
欲
溢
れ
た
人
間
か
ら
成
る
社
会

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
活
力
に
満
ち
た
、
動
的
な
、
よ
り
多
く

の
富
を
求
め
て
成
長
し
て
い
く
社
会
な
の
で
あ
る
。
も
し
そ
の

過
程
で
貧
富
の
格
差
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
意
欲
溢
れ
る
人
間

の
営
み
を
通
し
て
解
決
さ
れ
て
い
く
社
会
な
の
で
あ
る

た
し
か
に
こ
の
社
会
は
成
長
の
過
程
で
、
欲
求
の
総
量
が
供
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給
の
総
量
を
一
時
的
に
上
回
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
更
な
る
豊
か

さ
を
実
現
す
る
た
め
に
一
時
的
に
は
蓄
積
が
必
要
も
あ
ろ
う
。

そ
し
て
事
情
を
知
ら
な
い
他
者
か
ら
は
、
そ
の
蓄
積
の
た
め
の

倹
約
は
無
意
味
な
倹
約
と
し
か
み
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
す

で
に
引
用
し
た
筍
子
・
非
十
二
子
篇
の
「
上
功
用
大
倹
約
而
慢

差
等
」
と
す
る
墨
家
批
判
、
あ
る
い
は
「
墨
子
之
節
用
、
則
使

天
下
貧
。
墨
子
の
節
用
、
す
な
わ
ち
天
下
を
し
て
貧
な
ら
し
む
」

と
い
う
富
国
篇
の
批
判
は
そ
う
し
た
誤
解
に
も
と
づ
く
批
判
で

あ
ろ
う
。

墨
子
・
非
樂
上
篇
は
人
間
と
禽
獣
と
の
相
違
を
述
べ
て

今
、
人
固
與
禽
獣
廩
鹿
輩
鳥
貞
虫
異
者
也
。
今
之
禽
獣

廩
鹿
輩
烏
貞
虫
、
因
其
羽
毛
以
為
衣
襄
、
因
其
蹄
蚤
以
為

袴
履
、
因
其
水
草
以
為
飲
食
。
故
唯
使
雄
不
耕
稼
樹
芸
、

雌
亦
不
紡
績
織
維
、
衣
食
之
財
、
固
已
具
突
。
今
、
人
與

此
異
者
也
。
頼
其
力
者
生
、
不
頼
其
力
者
不
生
。

今
、
人
、
も
と
よ
り
禽
獣
廩
鹿
輩
烏
貞
虫
と
異
な
る
も

の
な
り
。
今
の
禽
獣
廩
鹿
輩
烏
貞
虫
、
そ
の
羽
毛
に
因
り

以
て
衣
装
と
な
し
、
そ
の
蹄
蚤
に
因
り
以
て
袴
履
と
な
し
、

そ
の
水
草
に
因
り
以
て
飲
食
と
な
す
。
故
に
雄
を
し
て
耕

稼
樹
藝
せ
し
め
ず
、
雌
を
し
て
ま
た
紡
績
織
維
せ
し
め
ず

小
稿
は
、
人
間
の
自
然
状
態
を
秩
序
へ
の
志
向
を
持
た
な
い

存
在
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
お
い
て
共
通
す
る
墨
家
と
筍
子

と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
想
社
会
、
す
な
わ
ち
調
和
社
会
に
お
い

て
、
原
初
の
人
間
は
否
定
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
止
揚
」

（
目
守
３
①
巳
さ
れ
て
い
る
の
か
を
比
較
、
検
討
し
た
。

そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
筍
子
に
お
け
る
理
想
社
会
、

調
和
社
会
は
、
礼
義
に
よ
る
欲
の
縮
小
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成

と
す
る
。
与
え
ら
れ
た
自
然
環
境
と
一
体
化
し
、
そ
の
意
味
で

は
自
然
の
一
部
で
あ
る
と
も
い
え
る
動
物
の
生
存
状
況
と
Ｉ

そ
れ
は
あ
え
て
言
え
ば
礼
義
に
よ
っ
て
欲
望
を
縮
小
さ
れ
た
筍

子
の
民
の
生
存
す
る
状
況
で
あ
る
ｌ
質
量
と
も
に
よ
り
豊
か

な
生
活
を
実
現
す
べ
く
労
働
す
る
人
間
の
生
存
状
況
と
の
相
違

が
、
こ
こ
に
は
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
結
語

と
い
え
ど
も
、
衣
食
の
財
、
も
と
よ
り
す
で
に
具
わ
れ
り
。

今
、
人
、
こ
れ
と
異
な
る
も
の
な
り
。
そ
の
力
に
頼
る
も

の
、
生
き
、
そ
の
力
に
頼
ら
ざ
る
も
の
、
生
き
ず
。
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立
す
る
の
に
た
い
し
、
墨
子
の
そ
れ
、
「
兼
相
愛
交
相
利
」
の

実
現
し
て
い
る
社
会
は
「
自
愛
自
利
」
す
る
人
間
の
欲
を
前
提

と
し
つ
つ
、
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
止
揚
（
画
巨
守
呂
①
ロ
）

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
っ
た
。

筍
子
の
調
和
社
会
が
静
態
的
な
、
成
長
し
な
い
調
和
社
会
、

「
貧
困
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
墨
子
の
そ
れ
は

動
態
的
な
、
成
長
す
る
調
和
社
会
、
「
つ
ね
に
よ
り
い
っ
そ
う

の
豊
か
さ
の
求
め
る
続
け
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
で
あ
る
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

注
一
墨
家
が
性
説
を
展
開
し
な
か
っ
た
こ
と
お
よ
び
そ
の

意
味
に
つ
い
て
は
、
森
三
樹
三
郎
「
上
代
か
ら
漢
代
に
至

る
性
命
説
の
展
開
」
（
創
文
社
一
九
八
七
）
七
四
頁
〜

七
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
二
筍
子
・
性
悪
篇
に
対
す
る
文
献
学
的
批
判
に
つ
い
て
は
、

金
谷
治
「
筍
子
の
文
献
学
的
研
究
」
（
「
日
本
学
士
院
紀
要

九
〜
一
一
九
五
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
三
白
川
静
「
字
通
」
（
平
凡
社
一
九
九
六
）
に
よ
る
。

注
四
墨
家
の
兼
愛
論
は
ゲ
ー
ム
の
理
論
の
観
点
か
ら
理
解

で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
将
来
の
詳
考
を
俟
ち
た

い
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
拙
稿
二
自
愛
』
的
存
在
和

秩
序
Ｉ
《
墨
子
・
兼
愛
上
》
解
読
」
（
曹
勝
強
・
孫

卓
彩
主
編
「
墨
子
研
究
」
中
国
社
会
科
学
出
版
社

二
○
○
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
五
「
工
雛
」
の
「
犀
」
に
つ
い
て
、
通
常
は
「
商
人
の
店
舗
」

と
解
釈
さ
れ
る
が
、
「
工
」
と
関
連
す
る
「
蝉
」
の
用
例

と
し
て
「
墨
子
間
詰
」
は
論
語
・
子
張
篇
の
「
百
工
居
津
、

以
成
其
事
」
と
あ
る
箇
所
を
引
用
す
る
。
こ
の
句
の
「
津
」

に
つ
い
て
、
朱
子
は
「
官
府
造
作
之
虎
」
、
す
な
わ
ち
「
官

営
手
工
業
の
製
作
作
業
場
」
だ
と
す
る
。
「
墨
子
」
に
「
商
」

の
観
念
が
欠
如
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
官
営
で

あ
る
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
「
犀
」
を
手
工
業

の
作
業
場
と
解
釈
す
る
方
向
を
示
唆
す
る
孫
詰
讓
の
注
釈

は
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
「
墨
子
」
に
お
け
る
「
商
」

の
観
念
が
欠
如
の
問
題
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
墨
家
の
分

業
論
Ｉ
『
商
』
の
観
念
の
欠
如
に
関
連
し
て
ｌ
」
（
「
中

国
古
典
研
究
」
三
○
一
九
八
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
六
墨
家
の
尚
賢
論
が
「
賢
者
を
創
出
す
る
」
尚
賢
論
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
槁
「
墨
子
の
人
間
観
Ｉ
尚
賢
論

と
兼
愛
論
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科

紀
要
別
冊
一
九
七
六
」
に
お
い
て
論
じ
た
。

注
七
墨
家
思
想
と
漢
代
初
期
か
ら
武
帝
期
に
か
け
て
の
思
潮
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と
の
関
連
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
墨
子
『
禺
湯
水
旱
」
伝
説

及
其
漢
代
的
展
開
」
（
「
職
大
学
報
」
二
○
○
八
〜
三
）
に

お
い
て
少
し
く
論
じ
た
。


